
Scope 3、サプライチェーン全体での取り組み事例
（第2回GXリーグにおけるサプライチェーンでの取組のあり方に関する研究会7月15日資料）

JAPAN SUSTAINABLE FASHION ALLIANCE

株式会社ゴールドウイン



JAPAN SUSTAINABLE FASHION ALLIANCEについて
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個社では解決が難しい課題に対して、共同で解決策を導き出していくための企業連携プラットフォーム

サステナブルなファッション産業への移行を推進することを目的として、2021年8月に発足。

JAPAN SUSTAINABLE FASHION ALLIANCEとは



JAPAN SUSTAINABLE FASHION ALLIANCEの取り組み事例
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カーボンニュートラルへ向けた取組事例①

「温室効果ガス排出量 Scope3算定事例集」作成、公開

全会員のScope3算定完了を目標に掲げ、未算定企業のサポートとなるよう、算定済み企業の事例をまとめた
「事例集」を取りまとめ公開(2023.6)
・背景には「参照するデータベースや排出原単位、また算定の方法に迷う」という共通課題がある
・あくまでも事例集であり絶対解ではないことを前提に、他社の実例を参照して算定に着手しやすくなることを目的とした
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カーボンニュートラルへ向けた取組事例②

会員企業のGHG排出量（簡易）現状把握_状況確認（定期アンケート実施）

完了 ：64.3% (60.9%)   
進行中：22.9% (27.5%)
未着手：11.4% (10.1%)
算定予定無し：1.4% ⇦NPO法人のため

※( )内は前回値

＜2025年6月アンケート結果＞ ※回答数70社/70社

＜回答選択肢＞

1.【完了】簡易算定が完了している
2.【進行中】データ収集が完了し、

  取りまとめ作業に着手している
3.【進行中】算定に向けたデータ収集
     を開始している
4.【進行中】担当者や算定方針を検討
    している（または、決定している）
5.【未着手】
6.【算定予定無し】

＜前回アンケート（2025年４月結果＞ ※回答数69社/69社 



アライアンスとして、会員企業のScope3算定推進へのサポートを実施
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カーボンニュートラルへ向けた取組事例③

会員企業のScope3算定推進（未完了企業への対応）

◎未着手が続いている“企業”へ
  ・事務局より状況や課題感のヒアリングを実施

◎未算定率の高い“業種”へ
      ・業種ごとに分科会を開き同業種で算定済み企業の知見をヒアリング

・業種内の共通課題（例えば、適切な原単位がないなど）の洗い出し
・業界の抱える課題としてアライアンス全体での検討事項へ



アライアンス個社の削減推進に向け、会員企業の削減目標設定や進捗（削減実績）状況の一覧
化を目指す。まず、2025年6月に正会員への情報収集を完了。今後は賛助会員の情報を収集し
たのち、初年度の調査結果を会員内に共有。今後毎年定期的に情報アップデートの予定。
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カーボンニュートラルへ向けた取組事例④

会員企業の排出量削減目標と推進状況の一覧化

【各社への調査項目】

● カーボンニュートラルに関する削減目標（2050年および中期目標）

● 削減目標認定の有無（SBTなど）

● Scope1、2、3、の直近年度の排出量

● 削減の進捗状況（基準年比）
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カーボンニュートラルへ向けた取組事例⑤

商業施設内の店舗での排出量削減に向けて現状把握WGを立ち上げ

「店舗での再エネ転換を推進したいが、商業施設からの情報収集に苦戦」というアパレル企業の
共通課題に対し、ワーキングループでの検討実施(2023.3-2024.6)

● アパレル企業6社が参加

● 各社の課題感・コンタクト先・知見の共有

● 商業施設側との意見交換実施

1年超のWG活動を経て、個社や業界団体の努力だけでは解決が

難しいことが判明した点については、政策提言を実施（2025年6月）

テナントやインショップの企業は、商業施設から得た情報で CO2 排出量の算定を行
っている。主な情報源は請求書であり、基本的には水光熱費とその消費量、単位が記
載されているが、水光熱の活動量や単位の記載がない、エネルギー種が不明な場合も
多く、現状把握が困難、あるいは把握に膨大なリソースが必要となる。テナント企業
が情報開示の基準に準拠できるように、オーナー側に対して、まずは基本的な情報

(活動量、エネルギー名、単位)のみでも、情報開示を推進していただきたい。
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カーボンニュートラルへ向けた取組事例⑥

オンライン勉強会の実施

● 企業連携でのGHG排出量削減取り組みに関する欧州先行事例（European Outdoor Group様）

● COP28から考える企業に求められる脱炭素の取り組み（気候変動イニシアティブ様）

● 脱炭素を推進する再エネ電力の調達方法（自然エネルギー財団様）

● 日本におけるカーボンプライシング制度のあり方（JCI様） など

※その他、生物多様性、ファッションロスゼロ、人権のテーマも含め、国内外動向をインプットする

様々な勉強会も実施

会員企業の脱炭素の取り組み推進に向けて情報共有



株式会社ゴールドウインの
サプライチェーンでの脱炭素について
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ブランドポートフォリオ

15ブランドを展開、ブランドのグローバルオーナー企業と戦略的パートナーシップを組み、世界規
模でブランド価値を創造。マルチブランドによる事業を展開。

モノづくりの強みを生かし、高機能・高品
質な製品を独自のブランドで提供。海外展
開にも注力。

グローバルブランドの商標権を当
社が保有し、日本のローカルマー
ケットにフィットした製品の企画
から販売までを一貫して運営。

海外メーカーとのパートナーシップにより、
さまざまなライルスタイルを提案する製品
を日本国内で展開。
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Purpose, Vision

Purpose

Vision
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事業と環境におけるサステナビリティの両立（中期経営計画基本方針）
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サステナビリティに向けた取り組み（環境重要課題/2024年度実績）
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Scope1, 2, 3排出排出量（2023年度実績）

Scope3、なかでもカテゴリ１が大きな割合を占める
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SBTiから2050年に向けた「ネットゼロ目標」認定取得（2025年6月）



株式会社ゴールドウインの取り組み事例
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バリューチェーン全体での削減策

・製品CFP算定、削減

・サプライヤ―の実態把握

・原材料調達での削減

（低炭素素材へ転換など）

・調達物流での排出量削減

（実態把握、削減策検討、

オフセット実施）

・事業での廃棄物削減

（売残り製品の廃棄禁止）

・輸送・配送時の削減

・太陽光による自家発電

・熱源転換（重油から）

・事業所における再エネ転換

・店舗における使用エネルギー削減、

再エネ転換

・社有車の削減、ハイブリッド車

やEVへの転換

・製品のロングライフ化推進

（耐久性向上、リペアサービス、

ストア レージサービス、リセール

事業）
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製品におけるカーボンフットプリント算定（Scope3カテゴリ1削減）

環境省令和6年度モデル事業に採択され、
製品のカーボンフットプリント算定に着手

・原材料（特に主素材)での排出量が約8割で
あることが判明

・主サプライヤーと今後の脱炭素に向けて協議
を開始

・他の製品でのCFP算定を進めるとともに削減
策の検討を進める

・顧客やステークホルダーとのコミュニケー
ションでの活用も検討

80.9%
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製品におけるカーボンフットプリント算定（Scope3カテゴリ1削減）
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原材料調達における排出量削減（Scope3カテゴリ１対策）

● サプライヤーの実態調査（GHG排出、エネルギー使用など）

● 主サプライヤーとの連携強化

● 環境負荷低減素材使用製品の拡大（低炭素素材の使用拡大）

環境負荷低減素材使用比率（％）サプライヤーとの協業
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調達物流における排出削減（Scope3カテゴリ4対策）

【生産地⇒当社】

● 調達物流時（川上）の排出量の実態把握（ブランドごとに）と削減策検討

⇒効果的なサービスが選択できない（海上輸送）

● 調達物流からの排出量をオフセット

（森林系Jクレジットおよび中国・東南アジアでのボランタリークレジットの購入）

【当社⇒店舗・お客様】

● 配送（下流）での削減検討（積載量up、まとめ配送、など）

⇒効果的な輸送サービスが選択できない
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事業からの排出削減（Scope3カテゴリ５対策）
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販売した製品の廃棄削減/ロングライフ化（Scope3カテゴリ12対策）

● 直営店やスポーツイベントでの衣料回収 ● リペアサービス

● クリーニング・ストレージサービス ● リセール事業（アップサイクル）

（Before）回収した製品 （After）アップサイクル後



課題（まとめ）
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課題（まとめ）

課題 対応策

カテゴリ１ ・サプライヤーでの削減推進

・削減効果の訴求が困難
（お客様の選択動機づけ）

・サプライヤーエンゲージメント推進
（説明、協力依頼、動機づけなど）

・脱炭素製品の効果的な算定、価値評価
革新的な新素材、新製品の開発

カテゴリ４ ・効果的な運送、配送サービスが選択できない ・サービスの普及

カテゴリ12 ・お客様に長く使用していただくための施策が
削減効果として反映できない

・ロングライフ製品やサービスの評価

その他 ・市場創造

・脱炭素製品価格
・ネットゼロのための炭素隔離手法（削減以外）

・消費者を動機づける訴求方法、インセンティブなど
（C１対策と同様、削減や活動に共感いただく策）

・コスト対策、脱炭素使用推進（規模拡大）
・炭素吸収/固定、炭素税？ルール形成？
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